
一

書
誌

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
「
源
氏
物
語
画
帖
」

（
以
下
、
本
画
帖
と
称
す
）
は
、
詞
書
を
記
し
た
色
紙
と
絵
を
描
い
た
色

紙
が
十
二
枚
ず
つ
現
存
し
て
画
帖
に
仕
立
て
ら
れ
て
い
る
。
詞
書
の
料
紙

も
絵
の
色
紙
も
鳥
の
子
紙
で
共
に
保
存
状
態
は
良
好
で
あ
り
、
前
者
は
一

面
に
金
微
塵
箔
を
撒
き
散
ら
し
金
泥
に
て
草
花
や
鳥
を
描
き
、
後
者
は
彩

色
さ
れ
全
図
に
金
雲
を
配
す
る
。
注
目
す
べ
き
点
は
絵
の
法
量
が
伝
来
す

る
源
氏
色
紙
絵
の
中
で
も
か
な
り
大
き
い
サ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

詞
書
と
の
大
き
さ
が
異
な
る
こ
と
で
あ
る
。
画
帖
の
寸
法
は
縦
三
七
・
四

×
横
三
〇
・
三
セ
ン
チ
、
詞
書
は
縦
一
八
・
一
×
横
一
八
・
二
セ
ン
チ
、

絵
は
縦
三
二
・
五
×
横
二
六
・
六
セ
ン
チ
で
、
比
較
す
る
と
詞
書
の
縦
の

長
さ
は
絵
の
半
分
ほ
ど
、
横
は
約
七
割
し
か
な
い
。
本
画
帖
の
よ
う
に
見

開
き
の
右
側
に
詞
書
、
左
側
に
絵
が
台
紙
に
貼
ら
れ
て
い
る
場
合
、
通
常

は
両
方
と
も
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
。
詞
書
は
す
べ
て
和
歌
一
首
の
み
で
同

一
人
物
の
手
に
な
り
、
書
風
か
ら
判
断
す
る
と
江
戸
時
代
中
期
の
写
し

で
、
絵
の
制
作
年
代
も
同
じ
頃
と
推
測
さ
れ
る
。
後
述
す
る
が
和
歌
と
絵

は
す
べ
て
対
に
な
る
の
で
、
別
々
の
作
品
か
ら
取
り
合
わ
せ
た
可
能
性
よ

り
も
、
当
初
か
ら
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
確
率
の
方
が
高
く
、
絵
と
詞
書
の
サ

イ
ズ
が
違
う
珍
し
い
作
例
に
な
る
。
類
例
と
し
て
、
十
七
世
紀
に
制
作
さ

れ
た
伝
土
佐
光
則
筆
「
白
描
源
氏
物
語
色
紙
貼
付
屛
風
」（
佐
野
み
ど
り

氏
『
源
氏
絵
集
成
』
所
収
、
藝
華
書
院
、
二
〇
一
一
年
一
月
）
が
挙
げ
ら

れ
る
。
絵
と
詞
書
の
色
紙
が
五
十
四
組
貼
ら
れ
た
六
曲
一
双
の
屛
風
で
、

法
量
は
絵
が
各
々
縦
一
三
・
四
セ
ン
チ
、
横
一
四
・
二
セ
ン
チ
、
詞
が

各
々
縦
一
六
・
七
セ
ン
チ
、
横
一
四
・
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
横
の
長
さ
は

ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
縦
は
詞
の
方
が
三
・
三
セ
ン
チ
長
い
。

各
組
と
も
詞
の
色
紙
が
絵
の
上
に
配
置
さ
れ
て
い
る
の
は
、
文
字
だ
け
書

か
れ
た
色
紙
よ
り
も
絵
の
色
紙
の
方
が
重
厚
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
絵
を
下

に
置
き
、
さ
ら
に
詞
の
色
紙
を
絵
よ
り
少
し
長
く
し
て
、
絵
と
の
バ
ラ
ン

《
資
料
》

滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文
化
館
所
蔵
「
源
氏
物
語
画
帖
」
の
紹
介

岩
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ス
が
取
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
本
画

帖
の
絵
と
詞
の
大
き
さ
の
比
率
は
か
な
り
違
い
、
こ
れ
に
関
し
て
は
今
後

の
研
究
に
俟
ち
た
い
。

二

翻
刻
と
解
説

現
在
の
本
画
帖
で
は
絵
も
詞
書
の
色
紙
も
巻
の
順
に
貼
ら
れ
て
い
な
い

が
、
詞
書
の
和
歌
が
あ
る
巻
を
物
語
の
進
行
順
に
配
列
す
る
と
以
下
の
よ

う
に
な
る
。（�

）

１
桐
壺
、
２
帚
木
、
３
空
蝉
、
６
末
摘
花
、
７
紅
葉
賀
、
８
花
宴
、

１１
花
散
里
、
１２
須
磨
、
１５
蓬
生
、
１８
松
風
、
１９
薄
雲
、
４９
宿
木
。

連
続
す
る
巻
々
だ
け
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
五
十
四
帖
揃
っ
た
画

帖
の
一
部
と
想
定
さ
れ
る
が
、
４９
宿
木
の
よ
う
に
一
帖
だ
け
他
と
は
離
れ

た
巻
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
巻
々
が
現
存
す
る
経
緯
は
推
測
し
か
ね

る
。
絵
に
は
巻
名
が
記
さ
れ
ず
、
例
え
ば
最
初
の
見
開
き
を
見
る
と
、
詞

書
は
花
散
里
の
巻
で
絵
は
桐
壺
の
巻
と
い
う
よ
う
に
対
応
し
な
い
が
、
私

に
調
べ
た
と
こ
ろ
和
歌
と
絵
は
す
べ
て
対
に
な
る
と
判
断
し
て
、
末
尾
に

全
図
を
巻
別
に
並
び
替
え
て
掲
載
し
た
。

そ
こ
で
以
下
、
巻
の
順
に
詞
書
を
「

」
内
に
翻
刻
し
、
そ
の
本
文
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
の
冊
数
と
頁
数
を
書
く
。
例

え
ば
（
①
二
九
頁
）
は
第
一
冊
の
二
九
ペ
ー
ジ
を
示
す
。
次
に
絵
の
場
面

を
記
し
て
か
ら
、
似
た
図
な
ど
を
指
摘
す
る
。
な
お
詞
書
と
絵
で
は
場
面

が
違
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
詞
書
の
説
明
は
省
く
。
ま
た
、
秋
山
虔
氏
・

田
口
榮
一
氏
監
修
『
豪
華
﹇
源
氏
絵
﹈
の
世
界

源
氏
物
語
』（
学
習
研

究
社
、
一
九
八
八
年
）
は
『
豪
華
』
と
略
称
す
る
。

１
桐
壺
。「
宮
城
野
の
露
ふ
き
む
す
ふ
か
せ
の
を
と
に
こ
は
き
か
も
と

を
思
こ
そ
や
れ
」（
①
二
九
頁
）。
七
歳
の
源
氏
を
右
大
弁
が
鴻
臚
館
に
連

れ
て
行
き
、
来
朝
し
た
高
麗
の
相
人
に
占
わ
せ
た
と
こ
ろ
（
①
三
九

頁
）。
三
人
の
位
置
を
結
ぶ
と
三
角
形
に
な
り
、
最
も
身
分
が
高
い
源
氏

が
△
の
頂
点
に
位
置
す
る
、
と
い
う
安
定
し
た
構
図
を
と
る
図
が
多
い
。

そ
れ
に
対
し
て
本
図
は
細
長
い
三
角
形
に
な
り
、
相
人
と
右
大
弁
が
見
つ

め
合
い
、
そ
の
様
子
を
御
供
の
少
年
が
窺
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
似
た
図
様

は
、「
白
描
源
氏
物
語
団
扇
貼
付
屛
風
」（
十
七
世
紀
前
半
、
高
津
古
文
化

会
館
蔵
）
や
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
版
『
源
氏
小
鏡
』（
上
方
版
大
本
）

に
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
全
体
の
構
図
が
似
る
の
は
伝
土
佐
光
則
筆
「
源
氏

（
�
）

物
語
色
紙
貼
付
屛
風
」（
江
戸
時
代
初
期
、
個
人
蔵
）
で
、
両
図
と
も
右

き
ょ

き
ざ
は
し

大
弁
の
下
襲
の
裾
は
階
に
ま
で
は
み
出
し
て
翻
っ
て
い
る
。
近
世
の
源
氏

絵
は
婚
礼
調
度
と
し
て
誂
え
ら
れ
た
の
で
、
作
風
は
静
穏
な
も
の
が
多

く
、
こ
の
よ
う
に
裾
が
乱
れ
て
屋
外
に
ま
で
広
が
る
よ
う
な
動
的
な
描
写

は
珍
し
い
。

２
帚
木
。「
こ
か
ら
し
に
ふ
き
あ
は
す
め
る
笛
の
ね
を
ひ
き
と
ゝ
む
へ

き
こ
と
の
は
そ
な
き
」（
①
七
九
頁
）。
あ
る
殿
上
人
が
木
枯
ら
し
の
女
と

三
二
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合
奏
し
た
と
こ
ろ
（
①
七
八
頁
）。
土
塀
は
物
語
本
文
の
「
荒
れ
た
る
崩

れ
」（
同
頁
）
に
即
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、「
庭
の
紅
葉
」（
①
七
九
頁
）

は
な
い
。
ま
た
、「
こ
の
男
い
た
く
す
ず
ろ
き
て
、
門
近
き
廊
の
簀
子
だ

つ
も
の
に
尻
か
け
て
」（
①
七
八
頁
）
の
本
文
に
よ
り
、
縁
側
に
腰
か
け

て
い
る
図
が
多
い
。
本
図
の
よ
う
に
地
面
に
立
っ
て
い
る
図
を
探
す
と
、

土
佐
一
得
筆
「
源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屛
風
」（
十
六
世
紀
末
、
東
京
国
立

（
�
）

博
物
館
蔵
）、
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」（
個
人
蔵
）、「
源
氏
物
語

歌
絵
帖
」（
江
戸
時
代
前
期
、
チ
ェ
ス
タ
ー
・
ビ
ー
テ
ィ
ー
・
ラ
イ
ブ
ラ

（
�
）

リ
蔵
）、
伝
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
扇
面
画
帖
」（
十
七
世
紀
、
九
曜
文

庫
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
四
作
品
の
う
ち
前
の
二
作
に
は
紅
葉
が
描

（
�
）

か
れ
、
後
の
二
作
に
は
紅
葉
は
な
い
。

３
空
蝉
。「
空
蝉
の
身
を
か
へ
て
け
る
こ
の
も
と
に
猶
人
か
ら
の
な
つ

か
し
き
哉
」（
①
一
二
九
頁
）。
小
君
の
手
引
き
で
紀
伊
守
邸
を
訪
れ
た
源

氏
が
、
目
当
て
の
空
蝉
が
軒
端
荻
と
碁
を
打
つ
様
子
を
垣
間
見
た
と
こ
ろ

（
①
一
一
九
頁
）。
源
氏
が
蔀
越
し
に
覗
き
、
手
前
に
い
る
空
蝉
は
後
ろ
姿

し
か
見
え
ず
、
小
君
が
二
人
の
女
性
の
真
ん
中
に
座
る
と
い
う
構
図
は
、

既
に
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
一
五
〇
九
年
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
美
術
館
蔵
）
に
お
い
て
確
立
し
て
い
る
。
光
信
筆
の
小
君
は
背
を
向
け

て
い
て
、
そ
の
描
き
方
が
後
世
に
継
承
さ
れ
た
。
本
図
の
よ
う
に
斜
め
前

を
向
く
図
様
は
珍
し
く
、「
源
氏
物
語
扇
面
散
屛
風
」（
十
五
世
紀
末
〜
十

六
世
紀
初
、
浄
土
寺
蔵
）、
狩
野
氏
信
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
十
七
世

紀
、
個
人
蔵
）、「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
貼
交
屛
風
」（
十
六
世
紀
、
個
人

（
�
）

蔵
）
と
「
源
氏
物
語
絵
貼
交
屛
風
」（
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
に
見

ら
れ
る
。

６
末
摘
花
。「
な
つ
か
し
き
い
ろ
と
も
な
し
に
な
に
ゝ
こ
の
す
ゑ
つ
む

き
ん

花
を
袖
に
ふ
れ
け
む
」（
①
三
〇
〇
頁
）。
源
氏
が
末
摘
花
の
奏
で
る
琴
を

聞
き
終
わ
り
帰
ろ
う
と
す
る
と
、
後
を
つ
け
て
き
た
頭
中
将
に
声
を
掛
け

ら
れ
た
と
こ
ろ
（
①
二
七
一
頁
）。
物
語
に
は
「
梅
の
香
」（
①
二
六
八

（
�
）

頁
）
と
記
す
だ
け
だ
が
、『
源
氏
物
語
絵
詞
』
に
「
庭
に
紅
梅
有
」
と
記

さ
れ
た
よ
う
に
紅
梅
の
図
が
多
く
、
本
図
も
紅
梅
の
背
後
に
松
を
置
く
。

そ
の
構
図
は
、「
画
面
左
上
、
寝
殿
の
御
簾
奥
に
琴
を
弾
く
姫
君
、
右
下

方
、
こ
わ
れ
か
け
た
透
垣
の
か
げ
に
二
人
の
男
を
描
き
、
満
開
の
紅
梅
と

松
を
配
す
る
図
様
は
、
古
く
は
藤
岡
家
扇
面
に
も
見
ら
れ
、
土
佐
派
を
中

心
に
こ
の
帖
の
代
表
的
場
面
と
し
て
定
型
化
さ
れ
た
。」（『
豪
華
』）
と
解

説
さ
れ
た
伝
土
佐
光
則
筆
「
源
氏
物
語
色
紙
貼
付
屏
風
」（
個
人
蔵
。
１

桐
壺
に
も
掲
出
）
と
共
通
す
る
。

７
紅
葉
賀
。「
い
か
さ
ま
に
む
か
し
結
へ
る
ち
き
り
に
て
此
世
に
か
ゝ

る
中
の
へ
た
て
そ
」（
①
三
二
七
頁
）。
夕
立
の
後
、
源
氏
が
温
明
殿
の
あ

た
り
を
歩
い
て
い
る
と
、
源
典
侍
が
得
意
の
琵
琶
を
演
奏
し
て
い
る
と
こ

ろ
（
①
三
三
九
頁
）。
こ
の
構
図
は
、「
土
佐
光
起
の
印
が
色
紙
裏
に
押
さ

れ
て
お
り
、
光
起
の
小
画
面
源
氏
絵
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
未
紹
介
の
注
目

す
べ
き
作
品
で
あ
る
。」
と
『
豪
華
』
で
評
さ
れ
た
光
起
筆
「
源
氏
物
語

滋賀県立琵琶湖文化館所蔵「源氏物語画帖」の紹介
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画
帖
」（
一
六
五
八
年
、
個
人
蔵
）
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
人
物
の
配
置

や
建
物
の
構
図
は
、「
石
山
寺
蔵

四
百
画
面

源
氏
物
語
画
帖
」（
江
戸

時
代
中
期
）
と
共
通
す
る
。

８
花
宴
。「
ふ
か
き
世
の
あ
は
れ
を
し
る
も
入
月
の
お
ほ
ろ
け
な
ら
ぬ

ち
き
り
と
そ
思
ふ
」（
①
三
五
六
頁
）。
桜
花
の
宴
の
後
、
源
氏
が
弘
徽
殿

の
細
殿
で
朧
月
夜
の
君
と
出
会
う
と
こ
ろ
（
①
三
五
六
頁
）。
物
語
で
は

朧
月
夜
が
源
氏
の
方
に
来
る
（「
こ
な
た
ざ
ま
に
は
来
る
」
①
三
五
六
頁
）

が
、
絵
で
は
本
図
の
よ
う
に
源
氏
の
目
の
前
を
朧
月
夜
が
通
り
過
ぎ
よ
う

と
し
て
い
る
作
例
が
多
い
。
本
図
と
同
じ
構
図
は
夙
に
、
土
佐
光
吉
画
・

後
陽
成
天
皇
他
書
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
桃
山
時
代
、
京
都
国
立
博
物
館

蔵
）
に
見
ら
れ
る
。

１１
花
散
里
。「
橘
の
か
を
な
つ
か
し
み
ほ
と
ゝ
き
す
は
な
ち
る
さ
と
を

た
つ
ね
て
そ
と
ふ
」（
②
一
五
六
頁
）。
源
氏
が
麗
景
殿
女
御
を
訪
れ
昔
話

を
し
て
い
た
際
、
ほ
と
と
ぎ
す
が
鳴
く
と
こ
ろ
（
②
一
五
六
頁
）。
本
図

と
構
図
が
同
じ
で
あ
る
の
は
、
土
佐
光
則
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
十
七

世
紀
、
徳
川
美
術
館
蔵
）
と
土
佐
光
起
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
個
人
蔵
。

（
�
）

７
紅
葉
賀
に
掲
出
）
で
あ
る
。『
源
氏
絵
詞
』（
京
都
大
学
図
書
館
蔵
）
に

も
、「
女
は
う
二
人
、
男
し
や
う
そ
く
、
郭
公
、
月
」
と
あ
り
、
女
性
を
二
人

と
指
示
し
て
い
る
。
源
氏
絵
で
は
貴
女
の
側
に
几
帳
を
置
く
の
で
、
顔
の

見
え
る
方
が
麗
景
殿
女
御
で
、
後
ろ
姿
は
女
房
か
。
本
図
で
は
「
二
十
日

の
月
」
と
「
近
き
橘
」（
②
一
五
六
頁
）
は
描
く
が
、
源
氏
の
視
線
の
先

に
あ
る
は
ず
の
ほ
と
と
ぎ
す
は
見
当
た
ら
な
い
。

１２
須
磨
。「
見
る
ほ
と
そ
し
は
し
な
く
さ
め
め
く
り
あ
は
む
月
の
都
は

は
る
か
な
れ
と
も
」（
②
二
〇
三
頁
）。
源
氏
が
須
磨
の
わ
び
住
ま
い
で
、

中
秋
の
名
月
を
眺
め
て
い
る
と
こ
ろ
（
②
二
〇
二
頁
）。
よ
く
描
か
れ
る

の
は
、
源
氏
が
「
夕
暮
れ
に
、
海
見
や
ら
る
る
廊
」（
②
二
〇
〇
頁
）
に

出
て
、「
舟
」
や
「
雁
」（
②
二
〇
一
頁
）
を
見
て
、
従
者
た
ち
と
和
歌
を

詠
み
合
う
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
本
図
に
は
舟
も
雁
も
な
く
、
代
わ
り
に

満
月
が
見
え
る
の
で
、
八
月
十
五
夜
に
源
氏
が
「
見
る
ほ
ど
ぞ
」
の
和
歌

を
独
詠
し
た
時
の
こ
と
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
本
図
に
近
似
す
る
土
佐

一
得
筆
「
源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
は
舟
・

満
月
・
雁
を
添
え
、「
源
氏
物
語
絵
貼
交
屛
風
」（
昭
和
女
子
大
学
図
書
館

蔵
）
は
舟
と
月
、
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
承
応
元
〜
寛
文
三

（
一
六
五
二
〜
六
三
）
年
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）
は
月
の
み
を
描
く
。

１５
蓬
生
。「
尋
ね
て
も
わ
れ
こ
そ
と
は
め
道
も
な
く
ふ
か
き
よ
も
き
の

も
と
の
こ
ゝ
ろ
を
」（
②
三
四
八
頁
）。
車
内
に
い
る
源
氏
は
、「
形
も
な

く
荒
れ
た
る
家
」
の
「
大
き
な
る
松
に
藤
の
咲
き
か
か
り
て
」
香
る
の
に

魅
か
れ
て
外
を
覗
く
と
、「
柳
も
い
た
う
し
だ
り
て
、
築
地
も
さ
は
ら
ね

ば
乱
れ
付
し
た
り
」（
②
三
四
四
頁
）
を
見
て
末
摘
花
の
邸
宅
と
気
づ
き
、

お
い
び
と

家
来
の
惟
光
に
邸
内
を
探
ら
せ
て
「
老
人
」（
②
三
四
六
頁
）
か
ら
話
を

聞
く
と
こ
ろ
。
そ
の
あ
と
惟
光
に
導
か
れ
て
源
氏
が
傘
を
差
し
て
邸
内
に

入
る
場
面
が
、
最
も
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
本
図
の
よ
う
に
案
内
を
乞

三
四
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う
図
で
構
図
も
似
る
の
は
、
伝
土
佐
光
信
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
十
六

世
紀
、
出
光
美
術
館
蔵
）、
土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
画
帖
」（
十
六
〜
十

七
世
紀
、
出
光
美
術
館
蔵
）、
土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
絵
」（
江
戸
時
代

初
期
、
京
都
民
芸
館
蔵
。『
豪
華
』
所
収
）
と
住
吉
如
慶
筆
「
源
氏
物
語

手
鑑
」（
個
人
蔵
）（
注
（
３
）
に
同
じ
）
で
あ
る
。

１８
松
風
。「
身
を
か
へ
て
ひ
と
り
か
へ
れ
る
山
里
に
き
ゝ
し
に
似
た
る

松
風
そ
ふ
く
」（
②
四
〇
八
頁
）。
源
氏
が
桂
に
造
っ
た
別
邸
「
桂
殿
」
に

立
ち
寄
っ
た
こ
と
を
聞
き
つ
け
て
、
鷹
狩
を
し
て
い
た
御
曹
司
た
ち
が

「
小
鳥
」
を
付
け
た
「
荻
の
枝
」
を
土
産
に
参
上
し
た
と
こ
ろ
（
②
四
一

お
ほ
み
き

ず
ん

八
頁
）。
そ
の
あ
と
「
大
御
酒
あ
ま
た
た
び
順
流
れ
て
」（
同
頁
）
と
あ

さ
ん
ぼ
う

り
、
本
図
に
も
杯
を
置
い
た
三
方
が
見
ら
れ
る
。
源
氏
の
居
場
所
は
室
内

か
室
外
か
に
大
別
さ
れ
、
さ
ら
に
屋
外
の
場
合
は
地
面
に
直
に
座
る
か
畳

や
敷
物
を
置
く
か
、
ま
た
源
氏
の
背
後
に
幕
が
有
る
か
無
い
か
に
細
別
さ

れ
る
。
い
ず
れ
の
図
に
も
小
鳥
を
付
け
た
荻
の
枝
は
描
か
れ
る
が
、
鷹
を

省
い
た
作
例
も
あ
る
。
本
図
の
よ
う
に
室
外
で
三
方
が
あ
り
、
鷹
と
畳
・

幕
が
な
い
も
の
は
土
佐
光
則
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
十
七
世
紀
、
任
天

堂
蔵
）
の
ほ
か
、
土
佐
派
「
源
氏
物
語
色
紙
貼
交
屛
風
」（
江
戸
時
代
前

期
、
和
泉
市
久
保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）、「
源
氏
物
語
絵
貼
交
屛
風
」（
昭

和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）
と
「
源
氏
物
語
色
紙
貼
付
屛
風
」（
十
七
世
紀
、

斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

１９
薄
雲
。「
入
日
さ
す
み
ね
に
た
な
ひ
く
薄
雲
は
物
思
ふ
袖
に
い
ろ
や

お
お
い

ま
か
へ
る
」（
②
四
四
八
頁
）。
源
氏
が
紫
の
上
に
暇
乞
い
を
し
て
、
大
堰

に
い
る
明
石
の
君
を
訪
れ
よ
う
と
し
た
際
、
数
え
四
歳
の
明
石
の
姫
君
が

源
氏
を
慕
っ
て
き
た
と
こ
ろ
（
②
四
三
九
頁
）。
物
語
に
は
「
姫
君
は
、

い
は
け
な
く
御
指
貫
の
裾
に
か
か
り
て
慕
ひ
」（
同
頁
）
と
あ
る
が
、
絵

で
は
本
図
の
よ
う
に
直
衣
の
裾
を
掴
む
よ
う
に
描
く
方
が
通
例
で
あ
る
。

こ
の
場
面
は
室
町
時
代
に
制
作
さ
れ
た
「
源
氏
物
語
扇
面
散
屛
風
」（
浄

土
寺
蔵
）
を
は
じ
め
、
よ
く
選
ば
れ
た
。
本
図
の
よ
う
に
紫
の
上
を
一
段

高
く
置
き
、
女
房
た
ち
を
手
前
に
配
置
す
る
の
は
、
土
佐
一
得
筆
「
源
氏

物
語
色
紙
貼
交
屛
風
」（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）
や
土
佐
派
「
源
氏
物
語

色
紙
画
帖
」（
出
光
美
術
館
蔵
）
等
に
見
ら
れ
る
。「
紫
の
上
が
、
御
帳
台

の
内
か
ら
見
送
る
と
こ
ろ
も
含
め
て
、
本
図
（
引
用
者
注
、
土
佐
派
「
源

氏
物
語
色
紙
絵
」
江
戸
時
代
初
期
、
堺
市
博
物
館
蔵
）
と
よ
く
似
通
っ
た

図
様
の
色
紙
型
の
作
例
も
多
く
、
お
そ
ら
く
光
吉
・
光
則
あ
た
り
か
ら
は

じ
ま
る
一
系
統
と
考
え
ら
れ
」（『
豪
華
』）
と
い
う
解
説
が
本
図
に
も
当

て
は
ま
る
。
た
だ
し
本
図
の
は
御
帳
台
に
は
見
え
ず
、
几
帳
に
す
り
替
わ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
ヨ
の
常
カ
）

４９
宿
木
。「
尋
た
の
か
き
ね
に
に
ほ
ふ
花
な
ら
は
心
の
ま
ゝ
に
お
り
て

み
ま
し
を
」（
⑤
三
七
九
頁
）。
薫
と
碁
を
打
っ
て
負
け
た
帝
は
、
褒
美
と

し
て
庭
に
咲
く
菊
の
花
を
与
え
、
薫
が
手
折
り
に
行
く
と
こ
ろ
（
⑤
三
七

八
頁
）。
画
面
の
右
下
に
薫
と
菊
花
、
左
上
に
帝
と
碁
盤
の
組
み
合
わ
せ

は
夙
に
、
土
佐
光
吉
筆
「
源
氏
物
語
手
鑑
」（
一
六
一
二
年
、
和
泉
市
久

滋賀県立琵琶湖文化館所蔵「源氏物語画帖」の紹介
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保
惣
記
念
美
術
館
蔵
）
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
解
説
に
、「
帝
と
薫
の
間
に

松
を
配
し
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
に
画
面
の
中
央
に
松
を
配
す
る
の
は
光

吉
の
常
套
的
な
構
図
法
」（『
豪
華
』）
と
あ
り
、
本
図
で
は
松
の
代
わ
り

に
別
の
樹
木
を
置
く
。
そ
の
と
き
の
薫
の
詠
作
が
詞
書
の
和
歌
で
、「
垣

ま
せ
が
き

根
に
匂
ふ
花
」
と
あ
る
よ
う
に
菊
花
を
籬
垣
に
添
わ
せ
る
図
が
多
い
が
、

お
ま
へ

本
図
に
垣
根
は
な
い
。
ま
た
物
語
で
は
薫
は
「
御
前
の
菊
」（
⑤
三
七
六

頁
）
を
採
り
に
清
涼
殿
の
階
段
を
下
り
た
が
、
本
図
に
は
階
段
は
な
く
、

代
わ
り
に
白
い
長
方
形
の
物
が
簀
子
の
下
に
あ
る
。
土
佐
光
則
筆
「
源
氏

物
語
画
帖
」（
任
天
堂
蔵
）、
狩
野
氏
信
筆
「
源
氏
物
語
図
屛
風
」（
個
人

蔵
）、「
源
氏
物
語
絵
貼
交
屛
風
」（
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
）、
伝
土
佐

光
成
筆
「
源
氏
物
語
画
帖
」（
大
英
博
物
館
蔵
）
と
『
源
氏
小
鏡
』（
石
山

（
�
）

寺
蔵
）
に
も
階
段
は
な
く
、
踏
み
台
が
地
面
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、
本

図
の
も
踏
み
台
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
よ
り
本
画
帖
は
土
佐
派
の
定
型
を
踏
ま
え
つ
つ
も
、
そ
れ
か
ら

外
れ
た
描
き
方
が
散
見
さ
れ
る
、
江
戸
時
代
中
期
の
土
佐
派
の
作
品
と
見

な
せ
よ
う
。
従
来
は
末
流
を
軽
視
し
て
い
た
傾
向
が
あ
る
が
、
新
図
様
が

定
着
す
る
と
、
そ
れ
が
新
た
な
定
型
と
な
り
一
つ
の
流
れ
を
形
成
す
る
。

そ
の
新
式
は
土
佐
光
吉
に
よ
り
整
理
さ
れ
た
時
に
外
さ
れ
た
も
の
が
復
活

し
た
、
と
い
う
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
土
佐
家
の
白
描
粉
本
と
照
合
す
る

必
然
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
本
画
帖
は
土
佐
家
が
編
み
出
し
た
画
風
が
ど
の

よ
う
に
継
承
さ
れ
享
受
さ
れ
た
か
が
分
か
る
、
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ

う
。
近
年
公
開
さ
れ
た
「
源
氏
物
語
絵
貼
交
屛
風
」（
昭
和
女
子
大
学
図

書
館
蔵
）
も
江
戸
中
期
の
土
佐
派
で
あ
り
、
本
画
帖
と
も
関
わ
り
が
深

く
、
土
佐
家
を
頂
点
と
す
る
土
佐
派
の
裾
野
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ

る
。

三

詞
書
の
本
文
系
統

最
後
に
詞
書
の
和
歌
の
本
文
に
つ
い
て
調
べ
る
。
計
十
二
首
の
う
ち
、

（

）

巻
名
歌
は
次
の
六
帖
で
あ
る
。

３
空
蝉
、
６
末
摘
花
、
１１
花
散
里
、
１５
蓬
生
、
１８
松
風
、
１９
薄
雲
。

十
九
世
紀
に
歌
川
豊
国
が
手
掛
け
た
錦
絵
「
源
氏
絵
物
語
」
も
、
一
帖
に

（

）

つ
き
絵
が
一
枚
で
巻
名
歌
も
載
せ
て
い
る
。
そ
の
本
文
と
比
較
す
る
と
、

１５
蓬
生
と
１８
松
風
に
の
み
異
同
が
見
ら
れ
る
。
１５
蓬
生
の
第
四
句
「
ふ
か

き
よ
も
き
の
」
が
錦
絵
で
は
「
ふ
か
き
よ
も
ぎ
が
」
で
あ
る
が
、「
の
」

と
「
か
」（
字
母
「
可
」）
は
字
形
が
似
て
い
る
。
１８
松
風
は
第
三
句
「
山

里
に
」
が
錦
絵
で
は
「
ふ
る
さ
と
に
」
で
あ
る
。
延
宝
三
（
一
六
七
五
）

年
に
刊
行
さ
れ
流
布
し
た
北
村
季
吟
『
湖
月
抄
』
は
「
山
里
に
」
で
あ

り
、『
源
氏
物
語
大
成

校
異
篇
』
で
調
べ
る
と
河
内
本
は
全
本
が
「
ふ

る
さ
と
に
」
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
青
表
紙
本
は
そ
の
二
種
類
の
本
文
に

分
か
れ
る
。

次
に
巻
名
歌
で
な
い
の
は
、
次
の
六
帖
で
あ
る
。

三
六
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１
桐
壺
、
２
帚
木
、
７
紅
葉
賀
、
８
花
宴
、
１２
須
磨
、
４９
宿
木
。

『
湖
月
抄
』
お
よ
び
『
源
氏
物
語
大
成

校
異
篇
』
の
底
本
と
本
文
が
違

う
の
は
１２
須
磨
と
４９
宿
木
で
あ
る
。
１２
須
磨
は
第
二
句
「
し
は
し
な
く
さ

め
」
が
『
湖
月
抄
』
等
で
は
「
し
は
し
な
く
さ
む
」
で
あ
る
。「
な
く
さ

め
」
で
は
解
釈
し
に
く
く
、
続
く
「
め
く
り
あ
は
む
」
の
「
め
」
に
目
移

り
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
４９
宿
木
は
初
句
が
「
尋
た
（
字
母

「
堂
」）
ゝ
の
」
と
も
読
め
る
が
、「
ヨ
の
（
字
母
「
能
」）
常
の
」
の
誤
写

と
見
な
せ
ば
、『
湖
月
抄
』
等
と
同
じ
「
よ
の
つ
ね
の
」
に
な
る
。
以
上

に
よ
り
十
二
首
の
本
文
は
、
江
戸
時
代
に
流
布
し
た
青
表
紙
本
の
系
統
内

に
収
ま
る
と
言
え
よ
う
。

巻
名
歌
で
な
い
六
帖
の
う
ち
絵
の
場
面
に
合
う
の
は
２
帚
木
、
１２
須

磨
、
４９
宿
木
だ
け
な
の
で
、
絵
の
内
容
に
合
わ
せ
て
巻
名
歌
を
別
の
歌
に

取
り
替
え
た
と
も
考
え
に
く
い
。
ち
な
み
に
同
志
社
大
学
所
蔵
「
源
語
」

も
一
帖
ご
と
に
一
図
に
和
歌
一
首
を
添
え
た
、
全
五
十
四
帖
か
ら
な
る
源

（

）

氏
物
語
絵
巻
で
あ
り
、
巻
名
歌
は
半
数
の
巻
に
し
か
な
い
。「
源
語
」
と

琵
琶
湖
文
化
館
本
の
和
歌
を
比
べ
る
と
、
一
致
す
る
の
は
五
帖
（
３
空

蝉
、
８
花
宴
、
１１
花
散
里
、
１５
蓬
生
、
１９
薄
雲
）
の
み
で
あ
る
。
前
掲
の

錦
絵
「
源
氏
絵
物
語
」
に
は
巻
名
歌
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
と
は

別
の
基
準
で
和
歌
が
選
ば
れ
た
の
か
ど
う
か
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

﹇
付
記
﹈

貴
重
な
資
料
の
掲
載
を
許
可
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
文

化
館
に
深
謝
い
た
し
ま
す
。
ま
た
閲
覧
・
掲
載
な
ど
の
手
続
き
に
は
、
主
任

学
芸
員
の
和
澄
浩
介
氏
の
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。本

稿
は
、「
知
識
発
見
型
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
作
成
ア
プ
リ
の
開
発
と
日
本
伝

統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
第
２０
期
研

究
会
第
３
研
究
（
二
〇
一
九
〜
二
〇
二
一
年
度
）、
お
よ
び
「
近
世
か
ら
近

代
に
至
る
日
本
伝
統
文
化
の
分
野
横
断
的
研
究
と
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
材

へ
の
活
用
」（
科
学
研
究
費
助
成
事
業
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
課
題
番
号20

K

12565

、
二
〇
二
〇
〜
二
〇
二
二
年
度
）
に
お
け
る
研
究
の
一
部
で
あ
り
、

ま
た
同
志
社
大
学
宮
廷
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
一
環
で
あ
る
。

注
（
１
）
巻
名
の
前
に
付
け
た
数
字
は
帖
数
を
示
す
。
た
と
え
ば
「
１
桐
壺
」

は
第
一
帖
桐
壺
の
巻
を
表
わ
す
。
以
下
、
同
じ
。

（
２
）
『
実
用
特
選
シ
リ
ー
ズ

見
な
が
ら
読
む
日
本
の
こ
こ
ろ

源
氏
物

語
』
二
六
頁
、
学
習
研
究
社
、
一
九
八
七
年
一
月
。
そ
の
解
説
に
、

「
こ
の
場
面
は
、
土
佐
派
の
画
家
を
中
心
に
同
様
の
構
図
で
し
ば
し
ば

絵
画
化
さ
れ
た
。」
と
あ
る
。

（
３
）
ビ
ジ
ュ
ア
ル
選
書
『
源
氏
物
語
』（
新
人
物
往
来
社
、
二
〇
一
一
年
）

に
全
五
十
四
図
を
収
め
る
。
注
２
の
著
書
に
も
全
図
を
収
め
、
そ
の
解

説
に
「
恐
ら
く
寛
永
年
間
（
一
六
二
四
〜
四
四
年
）
末
頃
の
如
慶
の
真

筆
と
思
わ
れ
」
る
と
あ
る
。

（
４
）
『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
』
五
（
講
談
社
、
一
九
九
三
年
）
に
全
五
十
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四
図
を
収
め
る
。

（
５
）
こ
の
ほ
か
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
に
刊
行
さ
れ
た
山
本
春
正
筆

「
絵
入
源
氏
物
語
」
の
図
も
、
立
ち
姿
で
紅
葉
が
散
っ
て
い
る
。
当
該

版
本
の
挿
し
絵
は
江
戸
中
期
以
降
の
源
氏
絵
図
様
に
大
き
な
影
響
を
与

え
た
が
、
本
画
帖
と
の
関
係
性
は
基
本
的
に
は
認
め
が
た
い
。

（
６
）
久
下
裕
利
氏
は
本
屏
風
に
つ
い
て
、「
江
戸
時
代
中
期
の
土
佐
派
の

作
風
を
継
ぎ
、『
源
氏
物
語
』
全
五
十
四
帖
か
ら
原
則
と
し
て
各
巻
一

図
を
も
っ
て
作
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
東
屋
巻
に
相
当
す
る
絵
が
欠
落

し
、
代
わ
り
に
藤
袴
巻
と
思
わ
れ
る
絵
が
二
図
と
な
っ
て
い
る
。」（
同

氏
「
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
絵
貼
交
屛
風
』
│
全
絵

図
・
場
面
解
説
│
」（『
学
苑
』
九
六
一
号
、
二
〇
二
〇
年
一
一
月
）
と

解
説
さ
れ
た
。
た
だ
し
藤
袴
の
巻
と
認
定
さ
れ
た
二
図
の
う
ち
一
図
は

東
屋
の
巻
で
、
浮
舟
の
母
か
ら
届
い
た
手
紙
を
中
の
君
が
読
ん
で
い
る

と
こ
ろ
（
⑥
三
九
頁
）
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場
面
と
推
定
さ
れ
る

図
は
、
狩
野
探
幽
筆
「
源
氏
物
語
図
屏
風
」（
一
六
四
二
年
、
宮
内
庁

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
）
や
「
源
語
」（
江
戸
時
代
後
期
、
同
志
社
大
学
蔵
）

に
も
見
ら
れ
る
。

（
７
）
本
文
は
片
桐
洋
一
氏
・
大
阪
女
子
大
学
物
語
研
究
会
編
著
『
源
氏
物

語
絵
詞
│
翻
刻
と
解
説
│
』（
大
学
堂
書
店
、
一
九
八
三
年
一
月
）
に

よ
る
。
そ
の
解
題
に
よ
る
と
、
当
写
本
は
十
六
世
紀
末
に
写
さ
れ
、

「
絵
と
す
べ
き
図
様
を
詳
細
に
記
述
し
て
呈
出
し
た
も
の
」（
一
三
一

頁
）
で
あ
る
。

（
８
）
本
文
は
伊
井
春
樹
氏
編
『
源
氏
綱
目

付
源
氏
絵
詞
』（
桜
楓
社
、

一
九
八
三
年
五
月
）
に
よ
る
。

（
９
）
『
石
山
本
「
源
氏
小
鏡
」』（
石
山
寺
、
二
〇
一
一
年
）
に
全
五
十
四

図
を
収
め
る
。
解
説
に
は
「
室
町
時
代
後
期
写
か
」
と
あ
る
が
、
詞
書

の
書
風
は
も
う
少
し
下
り
そ
う
で
あ
る
。

（
１０
）
巻
名
歌
と
は
源
氏
物
語
の
各
帖
か
ら
一
首
ず
つ
選
ば
れ
た
も
の
で
、

撰
者
も
成
立
年
代
も
不
明
だ
が
、
年
代
が
確
定
で
き
る
古
い
例
は
正
徳

三
（
一
七
一
三
）
年
版
『
女
源
氏
教
訓
鑑
』
で
あ
る
。
詳
し
く
は
岩
坪

健
「
源
氏
物
語
巻
名
歌
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
│
ス
ペ
ン
サ
ー
本

「
白
描
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
の
関
わ
り
│
」（
同
志
社
大
学
『
文
化
学
年

報
』
七
〇
、
二
〇
二
一
年
三
月
）
参
照
。

（
１１
）
岩
坪
健
編
『
錦
絵
で
楽
し
む
源
氏
絵
物
語
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇

九
年
）
に
全
五
十
四
図
を
収
め
る
。

（
１２
）
詳
細
は
岩
坪
健
「
同
志
社
大
学
所
蔵
「
源
語
」
解
題
」（『
同
志
社
国

文
学
』
九
五
、
二
〇
二
一
年
一
二
月
）
参
照
。

（
第
２０
期
第
３
研
究
会
に
よ
る
成
果
）

三
八
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６
末
摘
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花
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